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3
月
29
日
と
4
月
19
日
に

総
務
経
済
常
任
委
員
会
を
開

催
し
、
第
1
回
定
例
会
で
付

託
さ
れ
た
「
道
の
駅
建
設
に

関
す
る
陳
情
（
陳
情
者
仁
木

町
商
工
会
）
」
の
審
査
を
行

い
ま
し
た
。 

 

陳
情
要
旨
は
、
「
地
域
経

済
の
活
性
化
を
目
指
し
、
北

町
の
旧
野
球
場
跡
地
に
本
町

の
特
色
を
生
か
し
た
魅
力
的

な
『
道
の
駅
』
の
建
設
を
要

望
す
る
」
と
い
う
も
の
で
す
。 

 

 

         

 

         

 

3
月
29
日
の
委
員
会
で
は
、

陳
情
内
容
や
今
後
の
審
査
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
確
認
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
4
月
19
日
に
は
、

町
側
か
ら
、
現
在
凍
結
中
の

「
ま
ち
の
駅
整
備
事
業
」
に

係
る
道
の
駅
建
設
事
業
費
、

現
在
の
国
や
道
の
支
援
体
制

や
活
用
が
可
能
な
起
債
や
補

助
制
度
な
ど
の
説
明
、
更
に

は
道
の
駅
を
複
数
登
録
し
て

い
る
市
町
村
の
状
況
な
ど
の

調
査
を
行
い
ま
し
た
。 

 
 

                   

平
成
17
年
度
に
策
定
し
た

「
ま
ち
の
駅
整
備
事
業
基
本

構
想
」
で
は
、
道
の
駅
と
農

産
物
の
直
売
所
、
駐
車
場
の

整
備
な
ど
で
約
3
億
5
0
0

0
万
円
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

 

構
想
樹
立
か
ら
4
年
が
経

過
し
た
今
、
活
用
で
き
る
補

助
制
度
や
起
債
制
度
は
構
想

当
時
と
は
大
き
く
異
な
り
、

有
利
な
補
助
事
業
が
少
な
く

な
っ
て
い
る
現
状
に
あ
り
ま

す
。 

 

ま
た
、
町
か
ら
提
案
さ
れ

て
い
る
「
ふ
れ
あ
い
遊
ト
ピ

ア
公
園
周
辺
の
道
の
駅
登

録
」
と
の
関
わ
り
も
大
き
く

複
数
の
登
録
が
可
能
か
ど
う

か
の
調
査
も
並
行
し
て
行
い

ま
し
た
。 

 

北
海
道
内
で
は
、
一
つ
の

町
村
で
複
数
の
道
の
駅
を
登

録
し
て
い
る
町
村
は
5
町
村 

 
 

                       

（
合
併
町
村
を
除
く
）
あ
る

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。 

今
後
は
、
陳
情
者
か
ら
の

意
見
を
聞
き
、
町
の
考
え
方

な
ど
を
確
認
の
う
え
、 

「
願
意
の
妥
当
性
」 

「
実
現
の
可
能
性
」 

な
ど
を
判
断
し
、
委
員
会
と

し
て
の
結
論
を
出
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

 総    
 務    

 経    
 済    

 常    
 任    

 委    
 員    

 会    
 報    
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【件  名】 

 道の駅建設に関する陳情 
 

【提 出 者】 

 仁木町商工会 会長 津司康雄 
 

【陳情趣旨】（要 約） 

 仁木町の活性化と地元産業振興のため、地域とともに

個性豊かな賑わいの場を創出し、休憩施設・情報発信・

地域振興の輪を相乗的に生み出す「道の駅」の建設を求

める。 
 

【理  由】（要 約） 

 商工会は、地域経済の活性化を目指し、地域の力や異

業種同士の重要性や農業経営者との関り等も重要と考

え、北町の旧野球場跡地に、本町の特色を生かした魅力

的な「道の駅」の建設を強く要望する。 
 

○ 期待される効果の概要 

 ・ 地域特産品の販売増加 

・ 地域交流環境の増進 

 ・ 情報発信機能の充実と展開が可能 

・ 通年営業の特化 

 ・ 異業種連携の要の役割担当 

・ 商工会機能の転換 

 ・ 雇用対策の推進 


